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　ほめ育コンサルタント協会で
は，「ほめる教育」を活用して人
材育成を支援するコンサルタント
の養成も行っています。そこで今
回は，ほめ育シニアコンサルタン
トの杉浦鉄平氏と道下真介氏の両
名が手掛けた「社会医療法人 桑
名恵風会 桑名病院」（新潟市）の
事例をご紹介します。
　同院は，病床数188床の地域中
核病院です。24時間体制で急性
期医療を提供し，救急患者数は年
間約2,700件。脳神経外科や循環
器内科を中心に，他院での対応が
難しい患者も積極的に受け入れて
おり，地域住民にとってなくては
ならない存在となっています。

新卒採用しても定員割れ，
約2割が離職していた

　同院で大きな課題となっていた
のが看護師不足でした。全国的に
看護師は不足し，同院においても，
新卒採用を行っても毎年定員割れ
し，応募数が少ないため人材を選
考できる状況ではありませんでし
た。辞める看護師も多く，直近 5
年間の離職率は 2割弱。採用でき
ない，採用できても続かない……
そうした状況が，看護師不足に拍
車をかけていたのです。
　上層部は，働きやすい職場環境
づくりのためには「心理的安全性」

が重要であると理解していまし
た。特に院長は積極的に職員をほ
めていたといいます。ただし「ほ
める・ほめられる」という文化は
なく，心理的安全性が十分に確保
できていませんでした。そこで院
全体の取り組みとして，「ほめる
教育」を始めることにしたのです。

「ほめる基準」を決め，
評価するための表を作成

　「ほめる教育」では，ほめる基
準を定めることが重要です。基準
に合う行動をすればほめて，合わ
ない行動をした場合はほめない。
その繰り返しにより“良い行動”
が増え，成果につながるのです。
同院が基準としたのは，「最善の
医療と心温まる看護」という理念
でした。まずは看護部の中からプ
ロジェクトメンバーを選定。理念
をより深く理解するために，メン
バーが話し合って「ミッション」
「ビジョン」「バリュー」を作成し
ました。そして次は，行動レベル
に落とし込むために，優れた成果
につながる行動特性を洗い出し，
「コンピテンシーシート」（図表）
にまとめました。
　同シートには，縦軸に行動目標
が，横軸に評価（ 7段階）と評価
に見合う具体的な行動内容が示さ
れています。立場によって異なる

シートが用意され，本人と上司が
評価を記入。自分なりの振り返り
を行い，第三者からの評価も得る
ことで，現在の立ち位置を把握で
き，上司の承認により，意欲向上
という効果も期待できるのです。

ほめる機会を増やし，
頑張りを可視化する

　同時に進めたのが，「ほめる・
ほめられる」という経験を増やす
取り組みです。例えば同シートを
もとに，「ほめる面談」を実施し
ました。重要なことは，頑張って
いるポイントを事前に見つけてか
ら面談を行うという点。前回から
の振り返りをしたうえで，ほめる
ポイントを提示。そして次に向け
ての期待を伝え，もっと良くなる
ための目標を設定します。
　ほかに活用したのが，「ほめシ
ート」（第 1回を参照）です。「あ
りがとう」「成長したなぁ・すご
いなぁ・好感が持てる」「期待し
ていること」という項目を満たす
だけなので，ほめ慣れていない人
でもほめることが可能です。例え
ば「経験したことのない技術や手
術等，積極的に覚えようとする姿
が素晴らしいと思います」といっ
たほめ言葉や，「ナースコールが
鳴ると率先して対応してくれてあ
りがとう」という感謝の気持ちも
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言葉となり，本人に伝わる機会が
生まれました。
　なお「ほめシート」は，ナース
ステーションに掲示されていま
す。「本人に渡す」のが基本ですが，
このように関係者の目に触れる場
所に掲示するのも効果的です。と
いうのも，頑張りはなかなか見え
にくく，多忙な現場ではなおさら
であり，気づいたとしても，伝え
る機会がないまま終わることも多
いでしょう。ところが，ほめシー
トを掲示することで普段の貢献や
努力が可視化され，やりがいやモ
チベーションへとつながっていく
のです。

新卒の応募が3倍に増え，
一方で離職者は減少

　理念が浸透し，ほめる文化が根
付き始めると，病棟の雰囲気は変
わりました。若いスタッフからは
「先輩が優しい」「よく教えてくれ

る」という声が出るようになり，
長年通っている患者からも「雰囲
気が変わった」と言われたそうで
す。看護実習生に対しても自然と
ほめ言葉をかけるようになりまし
た。すると看護学校から「積極的
に良いところを見つけてくれる病
院だ」と認識され，評価も上がっ
ていきました。
　その結果， 1次募集で定員が満
たされるようになりました。「ほ
める教育」を始める前年は，応募
は 5名のみ（採用 4名）。ところ
が開始後は応募者が激増して，翌
年には17名（採用11名），さらに
翌年は18名（採用12名）に。し
かも応募者が多数のため適切な選
考が可能となり，より適性の高い
人材を採用できるようになりまし
た。つまり「ほめる教育」を始め
たことで応募者が 3倍以上に増
加，適切な人材を選考できる体制
が整ったのです。単なる数の増加

だけでなく，採用の質的向上にも
大きく寄与したといえるでしょ
う。
　もう 1つ大きな成果がありま
す。それは，取り組み開始後少し
ずつではあるものの，離職者が減
っているということです。「ほめ
る教育」を行うと，「 1 on 1ミー
ティング」の機会が増えます。し
かも「ほめる・ほめられる」とい
う関係を通じて心理的安全性が保
たれているため，仕事上の不安や
心配事，人間関係の悩みなどを，
上司に打ち明けやすくなります。
すると上司は，適切な手を早めに
打つことができ，離職防止につな
がるのです。
　看護部で「ほめる教育」を実践
し，大きな手応えを感じていると
いう同院。次は，50人近くが在
籍し，離職も多いリハビリ職にも
広げ，より良い医療を提供しよう
と意気込んでいます。
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